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録音資料の「活用」作業に従事して
―学習院大学東洋文化研究所所蔵「友邦文庫」録音記録を中心に
Making good use of recording data:
The Yuho-Bunko materials, Research Institute for Oriental Cultures, Gakushuin University
河かおる K AWA K a o r u
（滋賀県立大学・講師）
　この度、オーラル・アーカイブ班での報告をお引き受けすることとなった。私は、学習院大学
東洋文化研究所で助手を務めていた頃（1999～ 2002年）に、同研究所が所蔵する友邦文庫という資
料の整理を担当しており、そこで録音資料と出会い、また現在の勤務先が所蔵する朴慶植文庫に
も録音資料が多数存在する関係で、オーラルな資料との接点が多かった。ただ、自分自身で聞き
取り調査を本格的に行った経験は無く、すでに数十年前に録音されたコレクションを目前にして、
どう「活用」するかについて実務的な経験が若干あるにすぎないが、そのような立場から報告を
させていただいた。
1.学習院大学東洋文化研究所所蔵・友邦文庫録音記録について 1
「友邦文庫」について
　友邦文庫は、戦後に組織された（社）中央日韓協会と（財）友邦協会によって収集されたもので
あるが、資料収集事業は主に（財）友邦協会と、友邦協会理事の穂積眞六郎氏が若手の研究者に
声をかけて設立した朝鮮近代史料研究会が担っていた。
　同文庫は朝鮮総督府の政務総監や各局長などの朝鮮統治政策決定上の枢要な位置にあった旧朝
鮮総督府官僚が持ち寄った政策立案段階のメモ、手書きの報告書等をも含む稀少かつ資料的価値
の極めて高い資料より構成されている。その中でも録音記録は、朝鮮総督府の諸政策の決定・実
行過程に直接携わった人々の話を、1958年以後数年にわたり収録した極めて貴重な記録で、そ
の量は400余巻に及ぶ。
　収集された「文庫」は次第にその数を増すと同時に、保管・管理に要する人的・経済的負担
も増大した。1970年に穂積友邦協会理事長が逝去した後、同協会理事長となった水田直昌氏は、
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学習院の常務理事、監事であった関係で、資料の散逸防止と保管のためには学習院に寄託するこ
とが最善であると決断し、1983年3月3日、寄託契約締結の運びとなった。1994年には当初寄
託外であった録音テープも寄託された。
　その後、学習院大学東洋文化研究所において保管・管理していたが、私の在任中に文庫全体の
所有権が学習院に譲渡された。
録音記録「活用」の歩み
　『友邦協会・中央日韓協会文庫資料目録』（1985年、学校法人学習院刊）には「録音テープ」の部とし
て、リストが掲載されていたが、オープン・リールテープであるために、実質上聴取が困難だっ
た。
　1999年度、外部の研究団体（昭和史研究所）により録音記録の大半がCD化されて聴取可能となり、
東洋文化研究所でも録音記録の活字化事業に着手、その第1回目の成果を2000年3月刊行の年
報『東洋文化研究』2号に掲載した。
　その後、2000年8月に『朝日新聞』がこの録音記録を用いた大々的な特集を組んだこともあ
り、専門研究者の間ではすでに知られていたこの録音記録の価値が、広く一般にも知られるよう
になった。
【関連略年表】
年 月 事　項
1946  3 朝鮮引揚同胞世話会創立（会長関谷貞三郎、6月に穂積眞六郎）
1947  4 穂積眞六郎、参議院議員に当選
1947  7 同和協会結成
1948  4 社団法人同和協会認可
1950 穂積眞六郎の提唱により 友邦協会が設立
1952 11 社団法人同和協会を改称し、社団法人中央日韓協会とする
1952 11 友邦協会が財団法人として認可
1958  5 朝鮮近代史料研究会創設
1959  3 『朝鮮近代史料研究集成』第1号発刊
1966 「友邦シリーズ」創刊
1970 穂積眞六郎氏逝去
1971 水田直昌が次代理事長就任
1983  3 学習院と寄託契約締結
1985  3 『「友邦協会・中央日韓協会」文庫目録』刊行（学習院大学）
1994  7 「録音記録」も寄託史料に加わる
1996  1 昭和史研究所によるCD化開始
1999  7 CDの搬入
2000  3 『東洋文化研究』第2号発行
2000  8 学習院へ所有権譲渡
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録音記録について
データベース
　「録音テープ」の巻数は418巻で、刊行されている目録では情報が不十分なため、データを細
分化して整理し、データベースを作成した
2
。データベース作成に際しては、録音時間、司会者、
出席者、録音場所、録音された会合名称、会合回数、録音年月日、媒体転換の有無、文字化原稿
の有無、活字化の有無など、既存の目録には無い項目を追加した（したがって、経験上、録音資料のデー
タベースはNACSIS-CATやダブリンコアにはなじみにくいと考える）。
媒体転換
　これら録音記録は、5インチあるいは7インチのオープン・リールであったが、全てCDや
MDへダビングを行った。なお、昭和史研究所によって媒体転換がなされた時はCDへ転換をし
たが、東文研では、MDへの転換を行っている。理由は単純で、CDへの1対1の転換を請け負
う業者がみあたらなかったのと、MDへの転換が比較的安価（オープン・リール一本あたり約1万円）で
あったからである。しかし、将来を考えると、本来、CDがもっとも無難だと現在は考えている
（100年、200年後を見越してアーカイヴを作るならば、保存媒体には注意を払う必要がある）。
文字化
　次に、「文字化」について。「文字化」とは、「活字化」と区別するために私が勝手に名付けてい
るもので、「活字化」は文字通り、雑誌などで公開するために相当に力を入れて調査するのに対し、
「文字化」とは、とりあえず音声を文字にしたものである。いわばバックアップの一形態ともい
える。「文字化」は次のような手順で行っている。
v.0 　業者に委託して「素起こし」：ある程度の人名、地名は特定されている。適宜省略、
編集されているが、基本的に発言通りの起こし。参考までに、このために要している
費用は、1万円／ 30分。もっと安く請け負う業者もあるが、少しでも専門的な用語
（朝鮮の地名とか、「内鮮一体」など）になると、全部カタカナになってしまうことがあるので、
ある程度経費が高くても確実な仕事をしてくれる業者をさがすことが重要となる。
v.1　人事録などで調査可能な範囲でさらに人名・地名などを特定。
　v.2 ～　通常は最低限、v.1までアップした後、作業をとりあえずストップし、保管するが、
『東洋文化研究』への掲載候補となるものなどは、他の協力者を得て、さらにバージョ
ンアップし保管する。協力者は大きく二通りあるが、（1）当事者や遺族には話者の特定
を中心にお願いし、（2）研究者には、話中の人名・地名などを特定してもらう。文字化
原稿は、閲覧ができるので、閲覧に来た研究者に助言をいただいてバージョンアップ
することもある。
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　それぞれのバージョンの原稿の冒頭には、そのバージョンをチェックしてもらうために送付し
た人の名前、バージョンアップに際して主に修正した人の名前など、簡単な更新履歴を記録する
ようにしている。
【文字化の意義と限界】
　意義としては、文字にして紙に保管することで、関心のある内容が含まれているかどうか、す
ぐ検索できることがあげられる。これは資料が研究に利用されるための不可欠な条件となる。ま
た、関係者が生存しているうちに話者の特定をしてもらうためにも、ある程度の原稿がなければ
できない。資料保存の観点からも不可欠な作業である。
　一方、限界としては、読みやすさとの兼ね合いから、やはりどうしても削られる情報が出てく
ることが指摘できる。あまり逐一「えーっと」などを文字にしてしまうと、読みやすさが著しく
損なわれるが、場合によっては、そうした言い直しやよどみが重要な意味があることがある。例
えば、朝鮮生え抜きの官僚が、まるで自分は日本人ではないかのように、うっかりと内地官僚の
ことを指しながら「だいたい日本人は…」などといいかかけて「いや、内地人は」と言い直し
ているあたりなどは、業者に委託すると最初の言い間違いの部分は削られてしまうのが通常だが、
削ってしまうには惜しい箇所だ。そのほかにも、地方訛りのある朝鮮語が時折まじったりするが、
その朝鮮語の発音までは文字は再現できないし、「五族協和」などといいながら、「五族」の中身
を思い出すのに何度も言い間違え、結局はきちんと思い出せないプロセスなども、文字原稿では
残しがたいものだ。しかし、こうした、後の研究者にとっては極めて重要な事柄も、意外に当事
者たちの記憶は薄いといったことを発見するには重要な部分であると言えよう。
友邦文庫録音記録の史料価値
　この録音記録の史料価値は計り知れず、まだ全体を通して聞いたり分析したりしたわけではな
いが、これまでの作業の過程で気づいていることをあげると、以下の通りである。
（1）テープの録音経緯による差異
　録音経緯の大部分を占める近代史料研究会の記録は、植民地支配の当事者と、在日朝鮮人を含
む、植民地支配に対しては批判的な若手研究者との「呉越同舟」「同床異夢」という極めて稀有
の形態の研究会によるものであった。戦後、朝鮮史研究のパイオニアとなった研究者たちが、何
とか紙に残っていない史実を引き出そうとして忌憚なく質問をし、それに支配した当事者たちが
答えるという形態のため、支配者の側が独善的な語りを吐露するだけに終始することはあり得な
い。そこがこの記録の他に類例をみないところである。
　一方、朝鮮問題研究会その他の記録は若干趣を異にし、どちらかというと、支配当事者たち
だけの間で質問をし、答え、当時を思い出しながら記録にとどめておくという形態となっている。
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時には独善的な語りになってしまうこともあるが、そのぶん、研究者を前にしては出て来にくい
類の「裏話」がこぼれ出ることがある。紙媒体では残らない「極秘史実」の発見という意味では、
この当事者同志の座談会形式のほうが可能性が高いと言える。
　要するに、オーラル・アーカイヴを形成するにあたっては、録音のコンテクストを可能な限り
利用者に知らせる必要があるということになろう。
（2）支配者の心性史といったものを考える素材
　特に、朝鮮生え抜きの官僚の吐露する言葉はなかなか興味深い。例えば、私が一番印象深かっ
たのは、敗戦当時、朝鮮にいたある若手官僚の次のような言葉である。
　「それで、終戦後こちらへ来た人で、しかも朝鮮動乱で釜山まで席巻されたと。非常に
経済的にも苦しみ、それほど苦しんでおるのになおかつ、やはり日本統治が断ち切られた
ということでわれわれは解放されたと。たとえ食は飢えてもこれで解放された、自由があ
る、とこういう気持ち。この気持ち、やっぱりわれわれ日本人は統治者のほうの側に立っ
てやっておったものですから、どうしてもそこに十分な理解が届かなかったんじゃない
か。」
　現場感覚のない戦後世代が、植民地支配や侵略戦争の過去を直視しようとせず、自己肯定の物
語に終始しようとしている昨今だけに、この自己肯定しようにもできない語り方は興味深かった。
2.滋賀県立大学所蔵・朴慶植文庫について
概要
　朴慶植文庫
3
は、在野の在日朝鮮人歴史学者・朴慶植氏（1922～ 1998年）が1998年に事故で亡く
なられた後に、滋賀県立大学人間文化学部が遺族から譲渡・寄贈を受けた同氏の蔵書であり、氏
が生涯をかけて収集した他に類例を見ない貴重なコレクションである。内容は多岐にわたるが、
マル秘文書、解放直後から在日朝鮮人運動の中で出されたビラやパンフレット類、民族教育に用
いられた教科書、在日の民族運動指導者から聞き取った録音テープなどきわめて貴重な一次資料
を多く含み、在日朝鮮人史・朝鮮近代史や日韓・日朝関係史の分野では質・量ともに日本一とい
われている。
　朴慶植文庫の総量は段ボール箱1300箱といわれ、とにかく膨大な量である。当初報道などで
は、約5万点とされてきたが、これは「一点一点数えたわけではなく、伝説的にそのように伝
わっただけ」
4
の数字で、現在、大まかな整理を全体の約半分程度終えた時点でもその点数は5万
点に達しようとしており、当初報道された点数をはるかに上回る点数となることは明らかである。
録音資料の「活用」作業に従事して（河かおる）
105
収集の経緯―「在日同胞歴史資料館」
　収集活動の結果、大学の研究室など無い朴慶植氏の自宅（都営アパートの3DK）はすぐに蔵書で
一杯となり、段ボール箱に詰めて風呂場や屋外の廊下にまで山積みにする状態であったという。
1994年頃、静岡県清水市で「ミラノ文庫」を主宰する金弘茂氏が保管を申し出、数百箱の資料
を発送した。金弘茂氏は「ミラノ文庫」を拡充して在日朝鮮人関係の図書館・資料室のような文
化事業を始めたいと考えており、在日朝鮮人運動に古くから関わってきた金広志氏の蔵書数千冊
も引き取った。
　「ミラノ文庫」はスペースは広かったが東京から離れすぎているという問題があったため、朴
慶植氏と金弘茂氏が話し合った結果、東京か神奈川に在日同胞歴史資料館を設立する方針が打
ち出された。そして1995年7月と12月に東京都神田の韓国YMCA会館で有志による意見交換
会を行い、在日同胞歴史資料館設立準備委員会が発足した（準備委員長：玄璣沢氏、事務局長：金弘茂氏）。
1996年3月には東京都調布市布田に事務所も開設した。事務所運営に関わる費用はすべて金弘
茂氏が負担したという。同年11月、金広志氏が逝去されると、自宅に残されていた蔵書は、こ
の布田の事務所に運ばれた。
　1996年9月には『会報』も創刊したが、その後まもなく、それまで財政支援を行ってきた金
弘茂氏が、折からの経済不況で事業が破産寸前に追い込まれ、以後準備委員会への財政的援助を
行うことができなくなるという事態が発生した。『会報』などで支援を求め続けたが、代わりの
篤志家は簡単には見つからなかった。『会報』は1997年12月には5号を数えたが、その3ヶ月後、
朴慶植氏が交通事故で急逝され、この5号が最後となった。
　日本国内のどの機関も在日朝鮮人史・朝鮮史関係の資料を体系的に整理・保管・公開していな
いという現状で、在野の在日の歴史家が、食べることも後回しにして集めてきた資料を「在日同
胞歴史資料館」というかたちで結実させたいという夢は、当初の構想どおりには果たされなかっ
た。しかし、やはり長く在野で研究を続けてこられた在日の歴史家・姜徳相氏（滋賀県立大学教授・
当時）の仲介により、滋賀県立大学へ一括寄贈されることとなった
5
。
　上記のように、文庫の存在自体がまさに在日朝鮮人の置かれた境遇の「申し子」のような存在
といえる。つまり、日本の既存のアカデミズムの制度の中で、植民地支配や在日朝鮮人史研究の
ための資料を系統的に所蔵しているところがない状況下、日本はもちろん南北朝鮮の国家的擁護
も、大学という制度の庇護も、何も無いところで、ただひたすら資料を集めるほかなかった結果
として、在野歴史家個人のもとに膨大な資料が集められたのである。
録音資料について
　録音資料約360点は、オープン・リール式のものも含まれるため、現在の状態では研究上の
利用が困難である。CDへのダビングやテープ起し作業に取りかかれるよう、まずは、テープの
ケースやジャケットにある文字情報により目録をとった。なお、テープの劣化が懸念されるため、
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カセット・テープ状のものであっても試聴は行っておらず、純粋に文字情報のみによる。
　今年度（2003年度）の予算措置が決定し次第、まずCDへのダビングを行いつつ、優先順位をつ
けて「文字化」作業に着手する予定だ。しかし友邦文庫と異なり、朝鮮語が混じることが予想さ
れるため、業者による「素起こし」がどれほど期待できるかどうかわからず、大学院生などの協
力を全面的に仰ぐことになるかもしれない。
内容の概観
　確認される限り、もっとも古い録音は1963年で、新しいものは1994年だが、録音年月日が不
明または不確実なものが半数近くある。タイトルから見る限り、判別しづらいものが多いが、強
制連行当事者（日本人を含む）への聞き取り、在日朝鮮人運動に関わった人への聞き取りが中心を
成している。その他、各種講座や研究会の記録、テレビ番組の録音（ビデオテープが普及する前）など、
朴慶植先生の記録熱心な姿勢がかいま見られる。
注 
1 以下は、2001年3月31日に全史料協関東部会3月月例研究会（第183回）で報告し、『アーキ
ビスト』〈全国歴史資料保存利用機関連絡協議会関東部会会報〉（No.52、2001年8月）に掲載
された内容をもとにしている。全文は以下のURLで読むことができる。
 http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/archivist.html
2 以下のURLでcsv形式でダウンロードできるようになっている。2001年3月時点でカウント
されているレコード件数は480件である（一本のテープに複数件の録音がある場合があるため）。
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/yuhou.html
3 朴慶植文庫については、以下のURLで概要や整理の現状、データを公開している。
 http://www.shc.usp.ac.jp/kawa/shiryou.htm
4 崔碩義「「在日同胞歴史資料館」のことなど」『在日朝鮮人史研究』29、1999年 10月。
5 したがって、本来は「朴慶植文庫」でなく「朴慶植・金広志文庫」あるいは「在日同胞歴史
資料館文庫」とでも命名すべきであったかもしれないが、受け入れ時にはすでに「朴慶植文
庫」として開設することとなっていたようである。また、筆者が着任した時点では、すでに
どれが「ミラノ文庫」から送られた金広志コレクションであり、どれが清水市から送られた
朴慶植コレクションであるかなどは判別ができなくなっており、本来明らかにしておくべき
であるこれら「旧蔵」情報は、現時点からは遡及困難な状況にある。
